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除草剤グ除草剤グリホサートリホサート耐性耐性ダイズダイズの圃の圃
場試験場試験の結果についての結果について



グリホサート除草剤耐性ダイズの圃場試験の目的

・農林水産省プロジェクト研究「遺伝子組換え体の産業利用における安全性確保総
合研究」において「組換え農作物の長期栽培による環境への影響モニタリング」とし
て平成16年度より実施している。

・組換えダイズを一般圃場で栽培した場合の以下の圃場環境への影響に関する知
見を得ることを目的とする。

昆虫層への影響
植生への影響
土壌微生物層への影響
同一圃場内の非組換え体ダイズとの交雑率の検討

同様の試験を３年間行ってきた農業環境技術研究所のデータによれば、これまで
のところ、組換体栽培区と非組換え体栽培区の間で生物相への影響に関して一定
の差異は認められていないという結果が得られている。

資料３



試験に供試する組換えダイズについて

試験に供試する組換えダイズ系統40-3-2は、アグロバクテリウム由来EPSPS（5-エノールピ
ルビルシキミ酸3-リン酸シンターゼ）遺伝子を部位特異的変異により改変した遺伝子を導入す
ることにより、除草剤グリホサートに対する耐性を付与したものであり、モンサント社によって開
発された。この特性により、除草作業の省力化、雑草防除の効率化による高収益化を図るとと
もに、不耕起栽培を可能にすることによる土壌流出の防止等、環境保全効果も期待されている。

部位特異的変異

遺伝子であるDNAの、特定の配列や部位を置換、欠失させることにより、その遺伝
情報をもとに産生されるタンパク質を改変させる方法

第１種使用規程の承認取得年月日等
平成８年 3月29日 農林水産分野等における組換え体利用のための指針に適合
平成13年3月30日 食品衛生法に基づく食品としての安全性の承認
平成15年3月27日 飼料安全法に基づく飼料としての安全性の承認



植物体内

グリホサート耐性ダイズ 非組換え体ダイズ
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栽培管理方法

・栽培期間 ６月上旬から１０月中旬

・栽培面積
組換え体ダイズ（グリホサート全面処理） ６a
組換え体ダイズ（慣行栽培区） ６a
非組換え体ダイズ（グリホサート部分処理） ６a
非組換え体ダイズ（慣行栽培区） ６a

・播種日 ６月１０日（雨天時は翌日以降に順延）
・播種方法 手播 畦間75cm 株間20cm（約666本／a)
・除草剤散布

慣行栽培区
薬剤：リニュロン・アラクロール混合剤
時期：播種直後散布

グリホサート処理区
薬剤：グリホサート（商品名ラウンドアップ）
時期：播種後約１ヶ月後、２ヵ月後



飛散、および交雑防止方法

・防鳥糸を張り、発芽前種子、発芽種子の鳥害による飛散を
防ぐ

・圃場、調査室との間で種子、試料を運搬する際は、袋に入
れて運搬

・組換え体栽培圃場で作業した際、靴、機械に付着した土壌
をよく払い落としてから圃場外に出る

試験終了後の試料の扱い

・試料採取後の植物体は、圃場内にて堆肥化する



用いた材料用いた材料

タチナガハ （栃木県の標準品種）対照品種

40-3-2組換え系統

系統名

（除草剤グリホサート（ラウンド
アップ）に耐性を持つ）



畜産草地研究所（那須）

別添４

長期モニタリング試験
（ダイズ）試験圃場



１種栽培指針への適合１種栽培指針への適合

ダイズにおいては、食品としての安全性ダイズにおいては、食品としての安全性
が承認されている組換え体の場合、交が承認されている組換え体の場合、交
雑防止のための隔離距離は１０ｍと定雑防止のための隔離距離は１０ｍと定
められているが、今回の圃場ではこのめられているが、今回の圃場ではこの
条件に合致していることを確認している。条件に合致していることを確認している。
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１．非組換え体（タチナガハ）グリホサート処理区

組換え体トウモロコシ長期モニタリング試験圃場

（平成17年度は組換え体を作付けせず、

非組換え作物の後作への影響試験のみ）
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３．非組換え体（タチナガハ）慣行栽培区

４．組換え体（40-3-2）慣行栽培区
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（１区 約２ａ） 組換えダイズ作付け図



１．非組換え体（タチナガハ）グリホサート処理区

３．非組換え体（タチナガハ）慣行栽培区

２．組換え体（40-3-2）グリホサート処理区

４．組換え体（40-3-2）慣行栽培区
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株数及び子実収量株数及び子実収量

株数

子実収量(g/坪)

処理区

品種

グリホサート処理 非処理（慣行区）

タチナガハ タチナガハ４０-３-２ ４０-３-２

９１ １０５ ８８ ９７

子実収量（kg/10a）

９６２ ２０６４ ９１９ ９７２

２９１ ６２５ ２７８ ２９５



調査日

７/１４ (グリホサート処理前)

処理区

品種

グリホサート処理 非処理（慣行区）

タチナガハ タチナガハ４０-３-２ ４０-３-２

8/6 2.33 ab 0 a      3.67 ab 4 b

ダイズ圃場の方形区に出現した植物種数

5.33 3.33 5.67 5.33

１１/４ (収穫直前) 4          2.67          4         4.33

＊アルファベットが異なる試験区は同一調査日の中で有意な差があることを示す



調査日

７/１４ (グリホサート処理前)

処理区

品種

グリホサート処理 非処理（慣行区）

タチナガハ タチナガハ４０-３-２ ４０-３-２

8/6

85 a    81.7 a      25 b 25 b

ダイズ圃場の方形区における雑草の被覆度（％）

１１/４ (収穫直前)

＊アルファベットが異なる試験区は同一調査日の中で有意な差があることを示す

11.67 ab ０ a      30 b 26.7 b

6.33            2             2.17        7



土壌微生物相に及ぼす影響土壌微生物相に及ぼす影響

方法方法

6/6/2828（播種直後）と（播種直後）と1111//88（収穫時）に圃場作（収穫時）に圃場作

土層より各区３地点（１地点あたりコアサンプ土層より各区３地点（１地点あたりコアサンプ
ラーでラーで55点採取し混合した）の土壌を採取し、点採取し混合した）の土壌を採取し、

定法により微生物数を平板法で調査した。細定法により微生物数を平板法で調査した。細
菌数と放線菌数は菌数と放線菌数はPTYGPTYG培地（培地（2525℃℃、１週間、１週間

培養）を、糸状菌数はローズベンガル培地培養）を、糸状菌数はローズベンガル培地
（（2525℃℃、、33〜〜44日培養）を用いた。日培養）を用いた。



播種直後と収穫時における土壌微生物数

注．菌数は1g乾土当たり。処理区間すべてに有意差なし

6.4 7.5 6.1 7.2 7.8 7.2

6.1 8.6 5.9 6.1 7.2 7.7

4.6 7.7 8.6 5.6 7.9 7.4

グリホサート処理

40-3-2

非処理（慣行）

タチナガハ

非処理（慣行）

40-3-2

播種直後 収穫時 播種直後 収穫時 播種直後 収穫時

6.5 8.8 8.5 6.3 8.2 7.1

グリホサート処理

タチナガハ

細菌数 (x107） 放線菌数 (x106） 糸状菌数 (x104）



ダイズ茎葉部の節足動物の個体数（/ｇダイズ乾物
重）の分散分析

数値は平方和、 有意水準は*：５％,  **％,  ***：0.1%

0.6280.6030.92319.160***総個体数

0.001*0.000＞0.000＞0.004***クモ目

0.0030.000＞0.0040.096***ダニ目

0.000＞0.0010.0030.013**ハチ目

0.0050.0020.0050.029**ハエ目

0.011*0.000＞0.0020.000＞チョウ目

0.0030.0080.0080.007甲虫目

0.0050.000＞0.0030.049*カメムシ目

0.0680.0230.0281.075***アブラムシ、キジラミ

0.004 0.000＞0.000＞0.035**ウンカ、ヨコバイ

0.158**0.006 0.173***0.381**アザミウマ目

2112自由度

ブロック栽培方法品種月節足動物＼要因



土壌動物相に対する影響の分散分析表

0.0280.716**0.0511.869***総個体数

0.0540.1410.0210.65ヒメミミズ

0.0470.0220.0770.228甲虫目幼虫

0.0030.0470.0440.148チョウ目幼虫

0.0320.3450.0014.377***チャタテムシ類

0.0060.681*0.1073.548***ダニ類

0.1710.4020.0093.338***トビムシ類

1212自由度

品種ブロック栽培方法月生物グループ

変動要因自由度/

＊栽培方法と品種は土壌動物相に影響を及ぼさなかった。



まとめまとめ

畜産草地研究所の圃場において、グリホ畜産草地研究所の圃場において、グリホ
サート耐性組換えダイズと市販品種ダイズをサート耐性組換えダイズと市販品種ダイズを
グリホサート処理区と慣行栽培区の２処理ｘ３グリホサート処理区と慣行栽培区の２処理ｘ３
反復で栽培し、周辺の生物相に及ぼす影響反復で栽培し、周辺の生物相に及ぼす影響
を調べた。を調べた。

その結果、ほとんどの項目で組換え体と非組その結果、ほとんどの項目で組換え体と非組
換え体との間で周辺生物相に及ぼす影響に換え体との間で周辺生物相に及ぼす影響に
差は見られなかった。差は見られなかった。
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